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SUMMARy: One hundred and thirty-one strains of the Staphylococcus intermedius grottp (SIG), 39 strains of coagulase negative

Staphylococci (CNS), and 8 strains of S. aurezs (SA) were isolated from bacteria-infected dogs and cats brought to Osaka

prefecture University Veterinary Medical Center from 2009 to 2011. Forty-nine percent of SIG (64 strains),46 percent of CNS

(18 strains), and 2E percent of SA (2 strains) were methicillin-resitant (MR). More than 80 percent of strains of MRSIG were

sensitive to tetracycline, doxycycline (DOXY), minocycline (MINO), or vancomycin (VCM); more than 80 percent of MRCNS

were sensitive to clindamycin, MINO, trimethoprim-sulfamethoxazole (ST), or VCM; and more than B0 percent of MRSA were

sensitive to DOXY amikacin, chloramphenicol, ST or VCM.

KE11 WORDS : antimicrobial drug susceptibility, methicillin-resistant staphylococci, osaka

(J Anim Clin Med. 2l (4)165-169 , 2012)

要 約 :2009年 か ら 2011年 に細 菌感染症 で大 阪府 立大学獣 医臨床 セ ンター に来 院 した犬猫 か ら訪響物 εο
εε雰

J滋脇〃加 group(SIG)が 131株, コアグラーゼ陰性 ブ ドウ球菌 (CNS)が 39株お よび S αν″νs(SA)が 8株分離

された。SIGの 49%(64株),CNSの 46%(18株)お よび SAの 25%(2株 )がメチシリン耐性であった。MRSIG

はテ トラサイクリン, ドキシサ イクリン (DOXY), ミノサ イクリン (MINO)お よびバ ンコマイシン (VCM)に ,

MRCNSは クリンダマイシン,MINO,ス ルフアメ トキサゾール・ トリメ トプリム (sT)お よび VCMに ,MRSAは

DOXY,ア ミカシン,ク ロラムフェニコール,STお よび VCMに 80%以上が感受性であった。

キーワー ド :薬剤感受性 ,メ チシリン耐性ブ ドウ球菌,大阪
働物臨床医学″ω I“一I""I″

ける外耳炎,膿皮症および膿瘍を引き起こす主要な原
は  じ め  に

因菌である[1]が,近年,多 くの抗菌薬に耐性を示す

脇η¨ εθεεtt Jκ″″ θttνS group(SIG)は 大や猫 にお   メチ シ リン耐性 (MR)SIGが 世界 的
に増加 してお り,

動 物 臨 床 医 学 Ⅲ rlla1 0f Allllllal… JttdlCIne O



鳩谷晋吾 古家 優

抗菌薬治療への影響が懸念されている[1-15]。 MRSIG
の分離は,米国では 1999年以降[1-3],ヨ ーロッパで
は 2007年以降 [4-7], さらに隣国である韓国でも2010

年以降に報告 されている[8-10]。 日本 において も,
MRSIGが大猫から分離されたことが 2007年以降に東
京,北海道および山口で報告されている[11-15]が ,日
本全体で MRSIGが増加 しているかは明らかにされて
いない。

そこで,今回,大阪における大猫の臨床材料からの
ブ ドウ球菌の検出状況と薬剤感受性を調査 したのでこ

れを報告する。

材料および方法

2009年 7月 から2011年 6月 の間に細菌感染症で大
阪府立大学獣医臨床センターに来院した犬と猫から滅

菌綿棒を用いてブ ドウ球菌を 178検体採取 した。ブ ド
ウ球菌は羊血液寒天培地 (日 研生物医学研究所,京都 )
および BTB寒天培地 (日 研生物医学研究所,京都)を
用いて分離し,VITEK2 GP同 定カー ド(bio Mc五eux S.A.,

フランス)と コアグラーゼ試験を用いて同定 した。同
定されたブ ドウ球菌株に対 して Clinical and Laboratory

Standards lnstitute(CLSI)ド キュメントの基準 (M10併
S18)[16]に従い,セ フォキシチンディスク法を用い
て MRブ ドウ球菌の判定を行った。薬剤感受性試験は,
CLSIの ドキュメントの基準 (M100-s18)[16]に準拠
し,セ ンシディスク (的 日本ベクトン。ディッキンソン

,

東京)を使いディスク法で実施 した。薬剤感受性試験
の供試薬剤として,ア ンピシリン (ABPC),ア モキシ
シリン (AMPC),ピペラシリン (PIPc),ク ラブラン酸。

アモキシシリン (c/AMP),セ ファゾリン (cEZ),セ ファ
レキシン (cEX),セ フジニル (cFDN), クリンダマイ
シン (cLDM), リンコマイシン (LCM),エ リスロマ
イシン (EM), クラリスロマイシン (cAM), テ トラ
サイクリン (Tc), ドキシサイクリン (DOXY), ミノ
サイクリン (MINO),ゲ ンタマイシン (GM),ア ミカ
シン (AMK), クロラムフェニコール (cP), ノルフロ
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キサシン (NFLX),オ フロキサシン (oFLX),イ ミペ
ネム (IPM), ファロペネム (FRPM),ス ルファメ トキ
サゾール・トリメ トプリム (sT),ホ スホマイシン (FOM)
およびバ ンコマイシン (vcM)を 用いた。
なお,本研究において,得 られた各種 ブ ドウ球菌株
に占める MRブ ドウ球菌株 の割合 を MR分 離率 とし,
SIGの MR分離率を MRSIG分 離率,コ アグラーゼ陰性
ブ ドウ球菌 (cNS)の MR分離率を MRCNS分離率,S
α雄 郷 (M)の MR分離率を MRSA分離率 とした。

期 間 中,メ チ シ リ ン 感 受 性 (MS)SIGが 67株 ,

MSCNSが 21株お よび MssAが 6株分離 されたのに対
し,MRSIGが 64株,MRCNSが 18株お よび MRSAが
2株分離 された (Table l)。 MRSIG分離率,MRCNS分
離率お よび MRSA分 離率 は,そ れぞれ 49%,46%お
よび 25%で あった。 これ らMRブ ドウ球菌の年度別分
離率において大 きな増減はなかった。動物種別内訳で

は,MRSIG分離率は大で 47%(59株 ),猫で 83%(5
株 )で あ り,MRCNS分 離率 は大 で 47%(18株 )で
あった (Table 2)。 また,MRSA分 離率は大で 14%(1
株 ),猫 で 100%(1株 )であった。疾患別内訳では ,
MRSIGは 各種疾患 において 36-89%分離 され,と く
に手術部位感染での分離率は 89%と 高かった (Table 3)。
MRCNSは 手術部位感染 を除 く各種疾患 において 33-
67%分離 された。MRSAは皮下膿瘍 と関節炎において
それぞれ 1株分離 された。

今 回 分 離 さ れ た MssIGは C/AMP,CEZ,CEX,
CFDN, CAM, MINO, CP,IPM, FRPM,FOMお  よ
び VCMに対 して 80%以上の株が感受性であった (Tablc
4)。 一方,MRSIGに おいて,80%以上 の株が感受性
を示 した抗 菌 薬 は TC,DOXY,MINOお よ び VcM
で,50-79%の株が感受性 を示 した抗菌薬はなかった。
M[SCNSは C/AMP, CEZ, CEX, CFDN, CLDM, EM,
TC, DOXY, 4ヽ1NO, GM, AMK, CP, OFLX, IPM,
FRPM,ST,FOMお よび vcMに 対 して 80%以上の株

績成

Table l 分離されたブドウ球菌の年度別推移

2009年 2010年 2011年 合 計

株数 分離率(%) 株数 分離率(%) 株数 分離率(%) 株数 分離率(%)
MSSIGI)

MRSIG2)

10

10

(50)

(50)

(49)

(51)

19

15

(56)

(44)

67

64

(51)

(49)

MSCNS3)

MRCNS4)

3

4

12

11

6

3

21

18

(43)

(57)

(52)

(48)

(67)

(33)

(54)

(46)

MSSA5)

MRSA6)
(50)

(50)

(80)

(20)

(100)

(0)

(75)

(25)

l

O

6

2
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4)メ チシリン耐性 コアグラーゼ陰性ブ ドウ球菌
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が感受性 であった。一方,MRCNSに おいて,80%以
上の株が感受性 を示 した抗菌薬 は CLDM,MINO,ST
お よび VCMで ,50-79%の 株 が 感 受性 を示 した抗
菌 薬 は LCM, CAM, TC, DOXY, GM,AMK,CP,
NFLX, OFLXお よ び FOMで あ っ た。MSSAは C/
ANIIP, CEZ, CEX, CFDN, EM, TC, DOXY, NIIINO,

GM, AMK, CP, NFLX, OFLX, IPM, FRPM, STお
よび VCMに 対 して 80%以上の株が感受性であった。
一方,MRSAに おいて,80%以上の株が感受性 を示 し
た抗 菌 薬 は DOXY,AMK,CP,STお よび VCMで

,

50-79%の 株が感受性 を示 した抗菌薬 は MINO,GM
および FOMであった。

TabL 2 分離されたブドウ球菌の動物種別内訳

犬

株数 分離率(%) 株数 分離率 (%)
MSSIG"
MRSIG2)

(53)

(47)

(17)

(83)

MSCNS3)

MRCNSN]

(100)

(0)

20

18

(53)

(47)

1

0

MSSA駒

MRSA°
(86)

(14)

(0)

(100)

6

1

0

1

1)メ チシリン感受性勒 ″続οθε″Sブ″′θ′物ι″霞 group
2)メ チシリン耐性勒 ″放οεε雰ノ4′θ″

`グ
′
"s gЮ
up

3)メ チシリン感受性 コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
4)メ チシリン耐性 コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
5)メ チシリン感受性肱ノグοεοεεγS αν″夕S
6)メ チシリン耐′性品η″わθοccαs ανκ夕S

Tabb 3 分離されたブドウ球菌の疾患別内訳

膿皮症 外耳炎 膀脱炎 鼻炎 その他手術部位感染

株数 分離率(%) 株数 分離率(%) 株数 分離率(%) 株数 分離率(%) 株数 分離率(%) 株数 分離率(%)
MSSIGl)

MRSIG2)

35

31

(53)

(47)

14

9

(61)

(39)

(50)

(50)

(11)

(89)

(64)

(36)

(42)

(58)

1

8

7

4

MSCNS3)

MRCNSN)

13

11

(54)

(46)

(57)

(43)

(33)

(67)

(0)

(0)

(50)

(50)

4

3

0

0

MSSA5)

MRSA6)

(100)

(0)

(100)

(0)

5

0

0

0

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(100)

0

0

1)メ チシリン感受性 品ηttθοθιttJ″″物効 郷 group
2)メ チシリン耐性 品η″腕 θεεクSノ″″′

“
θ″νs group

3)メ チシリン感受性 コアグラーゼ陰性ブ ドウ球菌

MOrrisら [3]は ,米 国 に お い て,MRSIG,MRCNS
お よび MRSAの 分離率 はそれぞれ 17%,40%お よび
35%で あったと報告している。また,Ruscherら [5]
は , ドイ ツ に お い て ,MRSIGと MRSAの 分 離 率 は そ
れぞれ 8%と 11%であり,De Luciaら [7]は ,イ タリア
においてMRSIGの 分離率は 21%であったと報告して
いる。一方,以前に我々が調査 [15]し た山口県では,

MRSIG,MRCNSお よ び MRSAの 分 離 率 は そ れ ぞ れ
47%,34%お よび 38%であった。 また ,日 本 において ,

sasakiら [11]は MRSIGの 分 離 率 は 68%で ,Kawakami
ら[13]は 66.5%で あつたと報告している。本研究にお

いて,MRSIG,MRCNSお よび MRSAの分離率はそれ
ぞれ 49%,46%お よび 25%であった。したがって,本
研究における MRSIGの 分離率は過去の日本の報告 と
同様に米国やヨーロッパよりも高いと考えられた。日

本において,MRSIGの分離率が高い理由についての詳
細 は不明であるが,Sasakiら [11]と Kawakamiら [13]

は MRSIG分離症例の一部は過去に抗菌薬の投与を受
けてお り,こ の抗菌薬による選択圧 (感受性菌を減少
させ,耐性菌を選択的に増加させる力)が関与 してい

4)メ チシリン耐性コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
5)メ チシリン感受性勒 ″放οεενS αν″雰
6)メ チシリン耐性,″¨ εθειtt α解郷

るかもしれないと述べている。本研究において,当 セ
ンターが二次診療施設であるため過去に抗菌薬の投与

を受けた症例 もあり,こ れら抗菌薬治療が MRブ ドウ
球菌の分離に関与 している可能性 も否定できない。さ

らに,Morisら [3]や著者ら[15]は MRブ ドウ球菌が膿
皮症,外耳炎,膀眈炎,手術部位感染などいろいろな
感染症から分離されたことを報告 しているが,本研究
においても,MRブ ドウ球菌は膿皮症のみならずいろ
いろな感染症から分離された。とくに MRSIGは手術部
位感染から高頻度に分離された。 したがって,大阪で
もMRブ ドウ球菌が多 く存在することがわかり,今後 ,

各種感染症において MRブ ドウ球菌に気を付ける必要
があると同時に,こ れらの菌を増やさないため,薬剤
感受性試験に基づいた適切な抗菌薬の使用が必要であ

ると考えられた。

Shimizuら [17]は 日本における SIGはペニシリン系

抗生物質,セ フェム系抗生物質,フ ルオロキノロン系
抗菌薬に感受性で,TC系 抗生物質に最 も耐性であっ
たと報告 している。 さらに, May[18]は SIGの 90%が
TC系抗生物質に耐性であるため動物の細菌性皮膚疾患
への TC系抗生物質の使用は勧められないとしている
が,今回分離された Msブ ドウ球菌は TC系抗生物質
を含め多 くの抗菌薬に感受性であった。一方,本研究

察考
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Table 4 分離されたブドウ球菌の抗菌薬感受性率 (%)

一般名 MSSIGl)MRSIG° MSCNS° lヽRCNS→ ⅣISSA5)MRSA°
アンピシリン (ABPC)

アモキシシリン (AMPC)
ピペラシリン (PIPc)

クラブラン酸・アモキシシリン (C/AMP)
００

∞

∞

∞

９９

９８

t77)t)> (cez)
t77v+t> (cpx)
t7,=tt, (cFoN)

63       11       85       83       75        0

65      10      75      50      50     NT

クリンダマイシン (cLDM)
リンコマイシン (LCM)

62       8      88      33     1∞      NT
80    14    67    50   NT7)   NT

エリスロマイシン (EM)

クラリスロマイシン (cAM)
テ トラサイクリン (TC)

ドキシサイクリン (DOXY)
ミノサイクリン (MINO)

ＮＴ

朋

５０

∞

∞

００

80      100

92      100

90      100

ゲンタマイシン (GM)
アミカシン (AMK)

63

42

13       94

17     100

クロラムフェニコール (CP) 40     100 1(X〕67

Ｔ

Ｕ^

Ｎ∞

∞

ノルフロキサシン (NFLX)

オフロキサシン (OFLX)

イミペネム (IPM)

ファロペネム (FRPM)

100

95

0  100
0  100

100

1∞

スルファメ トキサゾール・ トリメ トプリム (sT)

ホスホマイシン (FOM)
バンコマイシン (VCM)

68       11       95       83

93       18       95       76

100      100      100      100

∞

５０

００

∞

８０

∞

1)メ チシリン感受性 ,″‐ 6οεε2S J″θ洵%θttγs group
2)メ チシリン耐性脇η″腕οθθtt J“″″ιグ′νs group
3)メ チシリン感受性 コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
4)メ チシリン耐性 コアグラーゼ陰性ブドウ球菌

では,MRSIGに おいて 80%以上の株が感受性 を示 し
た抗菌薬 は TC,DOXY,MINOお よび VCMで ,50-
79%の株が感受性 を示 した抗菌薬はなかった。山口県
での報告 [15]で は,MRSIGに おいて 80%以上の株が
感受性 を示 した抗菌薬は MINO,AMKお よび VCMで ,

50-79%の 株が感受性 を示 した抗菌薬は TCと DOXY
であった。 したがって,本研究における MRSIGは TC
系抗生物質 と VCMに 感受性であることは共通 してい
たが,ANIKへ の感受性が低 い点が異 なっていた。 ま
た,本研 究 の MRCNSに お い て,80%以 上 感受性 を
示 した抗 菌薬 は CLDM,MINO,STお よび VCMで ,

50-79%感 受性 を示 した抗 菌薬 は LCM,CANI,TC,
DOXY, GM, AMK, CP, NFLX, OFLXお よ び FOM
で あ った。 山 口県 にお け る報 告 [15]で は,MRCNS
にお い て 80%以 上 の株 が 感受性 を示 した抗 菌薬 は
MINO,AMKお よび VCMで ,50-79%の 株が感受性
を示 した抗菌薬は DOXYと CPで あった。 したがって ,
本研究における MRCNSも Tc系抗生物質 とVCMに 感
受性であることは共通 していたが,CLDMと STに 感
受性が高い点 と比較的多 くの抗菌薬に感受性である点

が異なっていた。また,本研究の MRSAは症例数が少
なかったが,80%以上の株が感受性 を示 した抗菌薬は
DOXY, AMK, CP, STお よ び VcMで , 50-79%の

5)メ チシリン感受性島″″′ο
`ο
εε2S α″ 雰

6)メ チシリン耐性 St"″あεοεεtt α″ 郷
7)NT検査せず

株が感受性を示 した抗菌薬は MINO,GMお よび FOM
であり,山口県での報告 [15]と 類似 していた。したがっ

て,日 本で分離 される MRSIGと MRCNSの 薬剤感受
性は地域によって差があると考えられた。

今回,大阪でもMRブ ドウ球菌が多 く分離されるこ
とがわか り, 日本全体においても,米国やヨーロッパ

同様に MRブ ドウ球菌が増加 している可能性が強いと
考えられた。今後,耐性菌を増やさないため,動物病
院における不適切な抗菌薬の使用を改め,薬剤感受性
試験に基づいた適切な抗菌薬の使用を行うと同時に動

物病院における耐性菌の出現動向と抗菌薬感受性をよ

り広域で詳細に監視する必要性がある。
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